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新酒とふるさとの味まつり始まる
高森に春を呼ぶ、恒例の新酒とふるさと

の味まつ り (町観光協会主催)が、 2月 8

日にスター トしました。

3月 9日 に開かれる高森駅前広場でのラ

ス トイベン トまで、毎週土曜日には夜なベ

暖義 (夜 を徹 し暖かな気持ちで語 り明かそ

うと談義を暖義ともじっています。)も 行

われます。

南阿蘇鉄道 「宝 くじ号」を貸し切って行

哺》
‐
われたオープニングイベント列車には、申

し込みのあった家族連れなど約40人が乗車。

立野駅から高森駅までを約 1時間かけて走

る車内では、乗客は煮しめやヤマメなど高

森の味がふんだんに盛られた 「ふるさと弁

当」をいただきながら、この時期に、本町

だけでしか味わえない新酒やミニコンサー

トで楽しんでいました。

高森駅到着後は、高森阿蘇神社の巫女舞

も披露され、参加者を楽しませました。

闘日己

煮じめやヤマメなど高森
の味が盛り込められた「ふ
るさと弁当」

雨天のため高森駅舎内で披露された

高森阿蘇神社の巫女舞

国道325号線と豆塚農道との交差す

る 「豆塚交差点」に信号機が設置され、

2月 3日 点灯式が行われました。

この交差点は、交通量が多 く以前

に交通死亡事故が発生してお り危険

な ことか ら、町交通安全推進協議会

が設置を要望し実現したものです。

点灯式では、高森警察署長や今村

町長があいさつ、児玉議長がお礼の

言葉 を述べました。その後、高森幼

稚園児が仲良く横断歩道の渡 り初め

を行いました。
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夢工房の開催日程
目草木染 :毎月第 1・ 第 3水曜日

■竹細工 :毎週月曜日

その他はご希望により開所 します。
■時 間 :いずれも午前9時～12時

■場 所 :旧役場車部出張所
■問い合わせ先

TEL640030(佐 藤次信さん)

草木染や竹細工、本工、絵画などを通して交流する「夢工房」

(佐藤次信代表)が、役場の旧草部出張所で開かれています。
2月 19日 に開かれた草木染では、会社を定年退職後高森にUター

ンされた甲斐世紀さん (草部 。社倉)が講師となって指導。杉の

葉やタマネギの皮などの材料でどんな色が出るのか現在実験段階
で、この日は紫陽花を使って行いました。参加した5人 は、染め

る工程によって色が微妙に変わる面白さに「早くテーブルクロス

やのれんを自分の手で作 りたい」と、草木染の魅力にひかれてい

たようでした。

会社員時代にも、暇があれば陶器作 りや草木染などに没頭 した

という甲斐さんは「同じ材料を使って染めても、二度と同じ色が

出ることがないのが草木染の魅力」と話されていました。

置
1.水 と緑と土のにおい、いつばいの住みよい町 |こ します。

2.伝統を重んじ、文化の薫ろ潤いのある町にします。

3.老人を大切 |こ し、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町 |こ します。

5.スポーツ|こ 親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

町長や交通安全協会長らと渡り初めをする高森幼稚園の子どもたち
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熊
本
県
保
険
医
協
会
に
よ
る

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
３
月

の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
月
　
耳
鳴
り
に
つ
い
て

■
火
　
電
気
性
眼
炎

■
水
　
老
人
性
難
聴

■
木
　
高
齢
者
に
大
切
な
口
腔
ケ
ア

～
誤
哄
性
肺
炎
予
防
～

■
金
　
円
形
脱
毛
症
の
治
療

■
土

・
日
　
初
め
て
の
夢
精

精
通
現
象

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ｈ
０
９
６

‐
３
８
５
‐
３
３
０
０

農

業

者

年

金

相

談

本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

■
と
　
き
　
３
月
１５
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
森
∵
色
見
地
区

■
と

き
　
３
月
Ｈ
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

■

■
一
■

■
と

き
　
３
月
２０
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

〓
部
■
■
●

■
と

き
　
３
月
２８
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

３
月
９
日

南
郷
谷
整
形
外
科
医
院

ｅ

６

２

１

３

３

５

１

Ｔ

３
月
１６
日

渡

辺

内

科

ｅ

６

７

１

１

７

７

７

Ｔ

３
月
２１
日

後

藤

医

院

ｅ

６

７

１

０

０

１

９

Ｔ

３
月
２３
日

立

野

病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

３
月
３０
日

立

野

病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

４
月
６
日

藤

本

医

院

ｅ

６

７

１

０

０

２

０

Ｔ

４
月
１３
日

平

田

医

院

ｅ

６

２

１

０

２

１

６

Ｔ

農
業
者
年
金
制
度
や
、
旧
制
度

の
給
付
に
関
す
る
要
件
、
手
続
き

等
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
会
が
開

か
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
３
月
１３
日

（本
）

午
後
■
時
３０
分
か
ら
４
時
３０
分
ま
で

■
と
こ
ろ
　
白
水
村
役
場

１
階
小
会
議
室
Ａ

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
３
月
２８
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

入   札   結   :果  (500万 円 以上 )

おめでた・おくやみ
2003年 1月 受付分   (敬 称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>
甲斐廣國 田代久長 岩本徳光

<広報送料寄付>
芹日 正次 (長野市)

濱田ルイ子 (熊本市麻生田)

渡辺 道敏 (北九州市小倉北区)

後藤 宗利 (熊本市黒髪 )

赤 ち ゃ え 軋 、
た ん じ ょ う  性1笛

(住 所 )(死 亡者 )

上色見,大 村本田 抜夫

高森・横町松岡 ノブ

尾下。片山古澤 ヒサ ト

矢津日・高尾野甲斐 梅子

菅山。水迫 田代 武泰

t■
＜
に

お くや み
も う しあ げ ます

人
口
の
動
き

1月 末日現在 (前月との比較)

世帯数 2,657(+8)
男  3,702(+3)
女  4,023(+3)

総 数 7,725(+6)
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(ヽ宮崎)

/本寸 __L

k(堀川)

中川 広絵 ちゃん

(高森・上在)12.21生

甲斐 海空 ちゃん

(高森。冬野)1.14生

加藤 大翔 ちゃん

(高森,上在)1.19生

御

田

岡

澤

斐

代

＜

本

松

古

甲

田

齢

６

４

９

８

７

年

８

８

８

８

６

二

雄

幸

國

長

征

英

信

廣

久

善 黄 の灯
あ りが と うございま した

(敬称略)

父
母

父

母

父

母

女
　
　
男
　
　
男
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リ カ

誠 ――

ゆか り

勝 幸

恵 子

原・ 味 鳥 1.14
の 宮 町

見・ 小 倉 原 1.23
崎  市

工  事  名 工 期 契約金額 (円 ) 請 負 者

高森小学校外壁補修工事
1.30
^V3.10 8,505,000 アサヒサンダイン1抑

大村。前原線道路拡幅工事 (2工区)

1.28
^V3.28 7,980,000 閲池田建設

高森小学校取付道路新設工事
2.13
ハV3.28 6,048,000

(イ射藤本組

大切畑・下切線 2工区
道路改良工事

2.13
^V3.28 5,628,000 同佐藤建設

(27) 温泉館休館目 3月 19日 (水 )、 4月 16日 (水 )

南阿蘇統一広報
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め
、
森
林
国
営
保
険
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
。

こ
の
保
険
は
林
野
庁
を
保
険
者

と
し
て
、
水
害

・
風
害

・
干
害

・

凍
害
な
ど
の
気
象
災
や
火
災
に
よ

る
損
失
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

森
林
国
営
保
険
に
加
入
し
て
、

不
測
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
森
林
組
合
連
合
会

ｈ
０
９
６
‐
３
６
２
‐
３
２
９
１

又
は
最
寄
り
の
森
林
組
合
の
窓
口

県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
班
活
動

や
、
沖
縄
で
の
参
観
活
動
、
沖
縄
県
の

小
中
学
生
と
の
交
歓
活
動
を
体
験
し
、

団
体
生
活
で
の
規
律
や
楽
し
さ
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
少
年
の
健
全
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

でま時らＭ
Ｏ
υ火仄
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／

／
И
生
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１

／

／
И
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／
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平
成
１５
年
度
の
色
見

。
上
色
見

・
高
森
小
学
校
の
統

合
に
伴
う
廃
校
記
念
式
典
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
色

見

小

学

校
　
３
月
１６
日
（日
）
９
時
３０
分
～

■
上
色
見
小
学
校
　
３
月
２２
日
（土
）
９
時
３０
分
～

■
高

森

小

学

校
　
３
月
２３
日
（日
）
１３
時
～

※
高
森
小
学
校
の
廃
校
記
念
式
典
終
了
後
、
「ば

つ
て
ん

荒
川

。
大
田
黒
浩

一
の
熱
血
ジ
ャ
ゴ

一
座
た
だ
い
ま
参

上
」
の
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
（１５
時
開
演
予
定
）

沖
縄

へ
、

新
た
な
体
験
と

出
会
い
を
求
め
て

青
年
海
外
協
力
隊隊

員
募
集

会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
４
月
１６
日

（水
）
１８
時
３ｏ
分
～

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

・
４
月
２３
日

（水
）
１８
時
３ｏ
分
～

玉
名
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
５
月
８
日

（水
）
１８
時
３ｏ
分
～

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

②
シ
エ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
４
月
２４
日

（木
）
１８
時
３ｏ
分
～

く

ま

も

と

県

民

交

流

館

パ

レ

ア

※
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
は
、
熊
本

市
水
道
町
交
差
点
の
再
開
発
ビ
ル
内
で
す
。

■
問

い
合

わ

せ
先

熊
本
県
企
画
振
興
部
国
際
課

■

０

９

６

１

３

８

３

１

１

１

１

１

（内
線
３
１
９
０
）

熊本県少年             団員募集

■

青
年
海
外
協
力
隊
は
国
際
協
力

事
業
団
が
実
施
す
る
国
の
事
業
で

す
。
開
発
途
上
国
の
人
々
の
新
し

い
国
づ
く
り
の
た
め
に
あ
な
た
の

可
能
性
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
１５
年
度
春
は
、
次
の
隊
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
青
年
海
外
協
力
隊
８
０
０
人

（満
２０
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
持

つ
方
）

■
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
０
０
人

（満
４０
歳
か
ら
６９
歳
ま

で
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
心
身
と

も
に
健
康
な
方
）

■
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

５０
人

（満
２ｏ
歳
か
ら
満
３９
歳
ま
で

の
日
本
国
籍
を
持

つ
方
）

■
募
集
説
明
会
日
程

①
青
年
海
外
協
力
隊
及
び
日
系
社

青
年
国
際
交
流
事
業
　
　
一

参
加
者
募
集

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国

際
感
覚
豊
か
な
青
年
を
育
成
す
る

た
め
、
様
々
な
国
際
交
流
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
１５
年
度
の
予
定

。
国
際
青
年
育
成
交
流

ｏ
日
中
、
日
韓
青
年
親
善
交
流

・
世
界
青
年
の
船

。
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

■
募
集
期
間

３
月
１０
日
（月
）～
４
月
４
日
（金
）

■
中
間
選
考
日
　
４
月
１８
日
（金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
県
民
生
活
総
室
青
少
年
係

ｈ
０
９
６
‐
３
８
３

‐
１
１
１
１

（内
線
７
４
０
８
）

森
林
国
営
保
険

加
入
の
ご
案
内

山
火
事
発
生

の
多
発
す
る
時

期
が
や

つ
て
き
ま
す
．
皆
様
の
大

切
な
財
産
で
あ
る
森
林
を
守
る
た

●

●

ヨ

友 好 の 船

募集対象

県内 小学校 5・ 6年生 212人
中学校 1～ 3年生 48人

県内 小学校 5。 6年生 80人
中学校 1～ 3年生 20人

※応募者多数の場合は抽選にて団員決定 (抽選会 :5月 30日 )

募集期間 平成 15年 4月 14日 (月 )～ 5月 9日 (金 )

派 遣 先 沖 縄 県

渡航 手段 航空機 船

ホテル 4泊 船内 2泊、自然の家 4泊

研修期間
平成 15年 7月 20日

～ 7月 24日
(日 )

(木 )4γ白5 日

平成 15年 8月 1日 (金 )

～ 8月 7日 (木)6泊 7日

首里城 。沖縄戦跡公園 。平和記念資

料館 。玉泉洞王国村参観、沖縄県小

中学生との交流会、キャンプファイ

ヤー交流会、海水浴、翼祭 り等

森の自然体験、海の自然体験、ガマ

探検、体験創作活動、市場探検、エ

イサー体験交流会、星空観察、船内

クラブ活動、船祭 り等

負 担 金 45,000円 (報告書代を含む)

応 募 先 役場教育委員会 ■L62-1111(内 線 243)

お知らせのページ

魃
魃

輻

阿
蘇
鉄
通
「
そ
の
間
、
地
域
の
生
活
交
通
機
欄

と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
経

済
活
動
の
変
化
に
よ
る
基
金
運
用
益
の
減
少
や
、

道
路
状
況
の
改
善
に
伴
う
自
家
用
車
の
普
及
等

で
鉄
道
利
用
客
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
厳

し
い
経
営
状
況
と
な

っ
て
い
ま
沈
て

「南
阿
蘇
は
ひ
と
つ
」
を
合
言
葉
に
、
全
住

民
が

一
丸
と
な

っ
て
高
森
線
の
存
続
を
訴
え
、

第
ニ
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
存
続
が
実
現
で
き
た
こ

ど
一は

，
・今
や
――
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、．
高
森
線
の
経
緯
や
現
状
の
課
題
を

探
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
南
阿
蘇
鉄
道

●
つ
●
で
皆
さ
ん
と
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
魂
一

一”一一一一一■
■
一

■
■
●
■
●
●
■
●
一
●

日

は

た

月

内

３

車
●

こ

嗜
′
ニ
ー

一―
高

し
キ
い

両で
■
一」

て

すず

穂鉄橋

本宝0年

で

車の

7年

平

車両

調

成
●

●
●
●
ツ
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―
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―
●
レ

■

オ

ロ

さ

Ｉ
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一ハ
ソ

尚
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■
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夭
■

昭

号
ヽ
ご

く

導

じ

入

が あ

の 良

さ

宝

に

日

鉄 道

地

高

心

の

列 車

ｎ
ノ
　
ｍ

ロ

阿 蘇

乗

５８

く

ら

年″
Э

′
４ヽ

ノ
θ

卜

南

る

か

明

底

レ

いり

る

よ

↓
よ

走

に

り

は

る

を

成

春
可
　
■
〃

■
竹
　
日
“

鉄

■
のじ

一ら

‐

さ

橋常
ヘ

４
↓

ヽ
ノ

イ
レ
一

が完成す

友 好 の 翼

宿 泊 先

研修 内容
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■

つを誇の本一間、で



4つのコ…スから選択
自分が選んだコースなので

関心を持つて取り組めました。

ハ0-インづ1′ッショ 英
語
に
慣
れ
親
し
む
た
め
の
入
門
コ
ー
ス
。

Ａ
Ｌ
丁
の
先
生
か
ら
単
語
の
模
範
発
音
を
聞

き
、
ゲ
ー
ム
や
歌
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

理
科
の
学
習
を
発
展
さ
せ
た
コ
ー
ス
。

２８
種
の

課
題
を
設
け
、
観
察
や
実
験
を
行
い
ま
す
。
写
真

は
、
二
つ
に
切
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
、
風
車

や
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

おもしろサイエ)2

わたしは作家 文
法
や
文
章
表
現
を
学
ぶ
コ
ー
ス
。
物
語

の
続
き
を
書
い
て
小
説
家
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
保
護
者
の
方
も
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

数
の
空
間
的
創
造
等
を
営
ぶ
コ
ー
ス
。
タ
ン

グ
ラ
ム
と
よ
ば
れ
る
知
恵
の
板

（パ
ズ
ル
）
を

組
み
合
わ
せ
た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
約
５０
メ
ー

ト
ル
の
ド
ラ
え
も
ん
を
描
い
た
り
し
ま
し
た
。

おもしろ教0世9

局
森
線
のヽ―――――“`
I牙木
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●

甲
～

●   ●

▲大正 15年に着工 し、昭和 2年 10月 頃に完成した第一白川鉄橋。
両岸から跳出式に組み立てて、中央部で結合するという当時では
めずらしいアーチ橋でした。

ヽ

立
野
か
ら
南
阿
蘇
方
面

へ
は
、
地
形

的
な
条
件
な
ど
か
ら

「た
と
え
白
川
の

水
が
逆
流
し
て
も
南
郷
谷
に
鉄
道
が
走

る
こ
と
は
な
い
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、

先
人
た
ち
は
鉄
道
建
設
の
努
力
を
続
け

て
き
ま
し
た
Ｇ

そ
し
て
そ
の
悲
願
が
か
な
い
、
大
正

１２
年
か
ら
５
年
の
歳
月
と
、
当
時
の
お

金
で
約
２
５
０
万
円
を
か
け
て
高
森
線

（当
時

の
国
有
鉄
道
線
）
が
完
成
し
、

昭
和
３
年
２
月
１２
日
、
開
通
式
を
迎
え

ま
し
た
ｃ

新
聞
で
は
、
そ
の
日
の
様
子
を

「高

森
町
は
各
地
よ
り
押
し
寄
せ
た
数
万
の

人
々
に
て
、
町
内
本
通
り
か
ら
停
車
場

通
り

一
帯
は
身
動
き
も
な
ら
ぬ
雑
踏
を

続
け
、
協
賛
会
祝
賀
の
ア
ー
チ
及
び
在

熊
高
森
人
会
寄
贈
の
ア
ー
チ
の
付
近
は

夜
に
入
る
ま
で
開
通
気
分
で
さ
ん
ざ
め

い
た
」
と
祝
賀
気
分
に
沸
く
状
況
を
伝

え
て
い
ま
す
。

高
森
線
の
歴
史
は
、
南
郷
谷
発
展
の

歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。
開
通
に
よ
り

貨
物
輸
送
量
の
増
大
は
も
ち
ろ
ん
、
大

津
、
熊
本
方
面

へ
の
通
勤
、
通
学
が
可

能
に
な

っ
た
の
で
す
。

昭
和
２８
年
の
大
水
害
で
は
、
沿
線
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
レ
ー
ル
が
寸
断
し
、

再
起
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
懸
命
の

復
旧
作
業
で
見
事
に
息
を
吹
き
か
え
し

ま
し
た
ｃ

黒
い
煙
を
上
げ
る
Ｃ
ｌ２
型
蒸
気
機
関

車
に
引
か
れ
て
の
ん
び
り
走

つ
て
い
た

貨
客
混
合
列
車
に
変
わ
り
、
昭
和
４０
年

月
１
日
か
ら
デ
イ
ー
ゼ
ル
カ
ー
と
Ｓ
Ｌ

の
併
用
運
転
が
始
ま
り
ま
し
た
。

九
州
で
は
た
だ
ｌ
ヶ
所
残

っ
て
い
た

Ｓ
Ｌ
は
、
昭
和
４９
年
４
月
２４
日

「さ
よ

な
ら
蒸
気
機
関
車
」
特
別
列
車
の
運
転

を
最
後
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
年

９
月
か
ら
高
森
駅
前
に
永
久
保
存
さ

れ
、
今
も
鉄
道
フ
ア
ン
を
喜
ば
せ
て
い

ま
す
。

ヽ
じ

●   ●
肥

後

狂

句

　

．
師

走

馬
自
慢
　
弁
当
買
う
た
こ
つ
の
無
ァ

人
事
な
話
　
保
証
人
に
は
な
ら
ん
ば
な

超
満
口貝
　
釣
ら
ね
た
奴
が
釣

っ
て
来
る

神
さ
ん
の
　
怒
う
買
う
た
か
人
雪
崩

な

っ
と
ら
ん
　
揉
め
ま
く

っ
と
る
遺
え
分
け

た
満
〕貝
　
薔
し
い
時
の
官
参
り

人
事
な
話
　
ち
ょ
っ
と
時
間
な
民ヽ
か
で
す
か

な

っ
と
ら
ん
　
ま
た
先
生
が
逹
満
さ
薇

人
事
な
話
　
口
止
め
料
も
は
ず
ま
し
た

だ
満
口貝
　
千
コ
で
足
止
め
食
わ
し
た

つ

頂
き
　
明
日
の
相
手
は
Ｃ
ク
ラ
ス

馬
自
慢
　
無

口
で
シ
ャ
ン
で
料
理
好
き

神
さ
ん
の
　
大
手
古
井

ァ
の
松
の
内

走
満
口只
　
服
役
囚
も
多
回
籍

卜
Ｆ

　

　

　

　

　

　

　

■
′

（・■
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´
ロ

怪
し
げ
な
猫
の
会
話
や
春
隣

梅
便
り
さ
薇
ど
奥
阿
疎
未
だ
吝

勤
め
終
え
帰
り
来
る
娘
に
日
足
仲
ぶ

春
鳥
の
近
ぶ
を
聞
き
て
使
き
く

四
普
入
薔
受
験
枝
選
び
娘
も
孫
も

立
春
だ
凌
ぎ
Ｒヽ
き
日
も
遠
か
ら
ず

節
分
の
日
足
は
少
し
長
く
な
り

春
立
ち
て
雨
で
消
さ
択
し
影
の
雪

（河
原
す

ヽ
き
の
会
）

後
藤
　
法
詑

森

　

政
隆

阿
部
タ
ツ
エ

本

口
　
訓
子

岩
下
　
了ヽ
子

森
　
　
正
六

本

口
　

初ヽ
雄

鶴
林
　
　
巧

POETRyPAGE

一
一
一

（
阿
蘇
御
神
大
会
）

口
上
黙
公
子

堀
口
　
誅
仙

林
　
　
不
恙

後
藤
　
信
子

松
山
　
　
斗西

佐
藤
　
重
信

後
藤
　
愛
子

上
丼
カロ
根
女

松
野
　
笑
声

松
山
キ
ヨ
子

馬
源
　
馬
笑

桐
源
　
白
酔

日
本
　
琴
司

浦
塚
　
占
天 ▲客車を引いて走る機関車では全国でも最も小型で有名だつた

C12型蒸気機関車。今でも高森駅前に保存されています。
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自

ら尊
び
、
者
え
、
行
動
す
る

子
ど
も
の
育
臓

C轟壽蒙えらんでわくわく

高
森
小
学
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
教
育
課

程
の
改
革
に
伴
う

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
４
つ
の
領
域
で
の

選
択
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
の
個
性
や
可
能
性
を
生
か
し
、

基
礎

・
基
本
の
充
実
と
と
も
に
主
体
的
な
学
習

の
充
実
を
図
る
た
め
の
試
み
で
す
。

学
校
の
中
庭
に
あ
る
池
は
、
石
や

ガ
ラ
ク
タ
が
投
げ
込
ま
れ
大
変
汚
い

状
態
で
し
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し

て

「
こ
の
池
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
？
」
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
た

結
果
、
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
変
身
さ

せ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
ビ
オ

ト
ー
プ
と
は
、
動
植
物
が
生
息
で
き

る
自
然
の
最
小
単
位
の
意
味
。

汚
か
っ
た
池
は
、
子
ど
も
た
ち
自

ら
が
手
を
加
え
る
こ
と
で
緑
が
生
ま

れ
、
生
き
物
が
住
む
世
界

へ
と
変
身

し
、
や
が
て
ビ
オ
ト
ー
プ

「像
の
池
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
目
が
輝
き
始
め
ま
し
た
。

「え
ら
ん
で
わ
く
わ
く
」
の
取
り

組
み
の
ね
ら
い
は
、
こ
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
楽
し
く
学

び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸

ば
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
課
題
を
自
ら
選
択
す
る
こ

と
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
４
つ
の

コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

●   ●

高森小の科学好きな子どもたち
● ● ソニー教育財団プロジェクト校に

ソニー教育財団の 「2002年 度 ソニー子 ど

も科学教育プ ログラム」で、高森小学校が

奨励プロジェク ト校に入賞 しました。
これは、科学 を好 きな子 どもを育てる教

育を支援 しよ うと、同財 団が昨年度か ら始

めたもので、本年度は全国か ら入選校 5校、

奨励校・グループ 30、 努力校 。グループ 71の

団体が選ばれました。

同校では、総合学習で理科や算数の選択授

業を行ってお り、3年生から6年生までが一緒

になって実験や観察、体験を中心に取 り組ん

だ内容が評価されたものです。

表彰式では、ソニーセ ミコンダクタ九州の

佐藤富雄・熊本 TEC代 表か ら児童代表に助

成金 30万 円の目録 と、ノー トパソコンやデジ

タルビデオカメラなどが手渡されました。

児童を代表 して後藤太君 (5年)が 「来年は

今年 と違った内容に取 り組みます。きっとわ

くわくするような時間が生まれるような気が

します」とお礼を述べました。

地
域
の
貴
重
な
交
通
手
段
と
し
て
半

世
紀
以
上
に
わ
た

っ
て
走
り
続
け
た
高

森
線
は
、
昭
和
５６
年
９
月
、
経
営
悪
化

に
伴
う
国
鉄
再
建
促
進
特
別
措
置
法
の

制
定
で
第

一
次
廃
止
対
象
路
線
と
な

り
、
バ
ス
転
換
か
廃
止
か
の
選
択
を
迫

ら
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
南
部
６
カ
町
村
で
は
高
森
線
対

策
連
絡
協
議
会
を
設
置
し

「高
森
線
を

守
る
住
民
大
集
会
」
を
は
じ
め
、
幾
度

と
な
く
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
地
域
住

民
の
強
い
熱
意
と
要
望
に
支
え
ら
れ
、

第
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
路
線
の
存

続
が
決
定
。
昭
和
６０
年
に
南
阿
蘇
鉄
道

株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
翌
６１
年
４
月

１
日
か
ら
レ
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
運
行
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
開
業
を
祝
福
す
る
よ
う

に
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
高
森
駅

ホ
ー
ム
で
の
発
車
式
を
は
じ
め
、
沿
線

の
各
駅
で
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
歓
迎
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
前
の
試
算
で
は
、
第
ニ
セ
ク
タ
ー

で
運
営
し
た
場
合
、
年
間
の
赤
字
額
が

３
５
０
０
万
円
だ

つ
た
の
に
対
し
、
初

年
度
の
決
算
で
は
予
想
を
大
き
く
下
回

る
１
８
７
８
万
円
の
赤
字
と
健
闘
を
見

せ
ま
し
た
。

▲昭和 57年 8月 、国鉄高森線の存続と高千穂新線建設促進のための総決

起大会が開かれ、「全住民一丸となつて目的達成にまい進する」ことが決

議されました。大会には、)合 線住民や団体関係者約 1500人 が参加。

l闇 ご拳:1麟 難ヽ
轟 リ

▲沿線住民の期待を乗せて運行を開始したレールバス。
軽量で低燃費の車両として生まれ変わりました。

高森小学校の取り組み

(24)

賞状と副賞を囲み大喜びの 6年生

(5)
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現
状
を
探
る
乗
客
編

一刑
爾
書
は
減
少

＞
白
水
村

・
久
木
野
村

・
長
陽
村
方
面
か
ら
、

南
阿
蘇
鉄
道
を
利
用
し
て
学
校

へ
向
か
う

高
森
高
校
の
皆
さ
ん
。
貴
重
な
通
学
手
段

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

のお知 らせ

人事院は、平成 15年度中に次の採用試験を
行う予定です。

高等学校卒業程度

上海下甲技口貝要楽

生

音

補
・
候

行

部

飛

幹

　

生

・
科

　

補

般

剤

　

候

目

↑

，
フ
格

鵠

種

又̈
■
資‐
婢

集
■
轟
募
■

鴫
①．．．Ｑ
琳
①．

。国家公務員採用Ⅲ種試験
。刑務官採用試験
。入国警備官採用試験
。皇居護衛官採用試験

・航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験(特別)

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験

気象大学校学生採用試験

。20歳～26歳未満で大卒程度の学力を有する者

(22歳未満は大卒者 (見込み含む))
。大学院修 了者 (見込み)は 28歳未満
・技術は、理学または工学課程修 F者

)で 20歳～ 30歳未満

。人

)で 20歳～ 26歳未満

み)は 28歳未満

■受付期間

平成 15年 4月 7日 (月 )～ 5月 9日 (金 )必着

■試験期 日
一次試験 5月 24日 (土 )、 25日 (日 )

■問い合わせ先

自衛隊阿蘇募集事務所 ■L0967-34-0348

■問い合わせ先 人事院九州事務局

〒 812-0013 福岡市博多区博多駅東 2-11-1

テレホンサービス ■L092-431-8173

大学卒業程度
。国家公務員採用 I種試験
。国税専門官採用試験

。労働基準監督官採用試験

・国家公務員採用 Ⅱ種試験
。法務教官採用試験

・航空管制官採用試験
国
鉄
か
ら
引
き
継

い
で
誕
生
し
た

南
阿
蘇
鉄
道
は
、
通
学
や
通
勤
利
用
と

し
て
、
ま
た
南
阿
蘇
の
観
光
交
通
機
関

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
自
家
用
車
の
普
及
や
人
口

の
減
少
等
の
影
響
で
開
業
初
年
度
に
は

約
３７
万
人
だ

っ
た
輸
送
客
は
、
平
成
元

年
度
の
約
４３
万
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減

少
し
、
平
成
１３
年
度
は
約
３４
万
人
と
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

発
足
当
時
は
高
森

・
立
野
間
を
１
日

ｌｏ

・
５
往
復
だ

っ
た
列
車
本
数
も
、
現

在
で
は
１７
往
復
に
増
便
し
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
利
用
率

は
年
々
減
少
し
、

６１
年
の
ス
タ
ー
ト
時

を
下
回
る
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

開
業
当
初
は
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も

が

一
緒
に
鉄
道
を
利
用
す
る
姿
が
よ
く

見
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
ほ
と
ん

ど
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
核
家
族
化
の
影
響
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
利
用
客
減
少
の
も
う
ひ
と

つ
の
要
因
は
、
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
熊
本
―

●

大
津
間
の
電
化
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
立
野
駅
で
の
乗
り
換
え
に
加
え
て

大
津
駅
で
の
乗
り
換
え
が
必
要
に
な

つ

た
こ
と
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
利
用
客
に

と

っ
て
逆
に
不
便
に
な

っ
た
の
で
す
ｃ

森

の
風
Ｃ
Ａ
Ｎ

（高
森
駅
）

来
店
さ
れ
る
方
の
約
９
割
は
観
光
客

の
方
で
す
。
今
の
時
期
は
お
客
さ
ん
は

少
な
い
も
の
の
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
走

る
季
節
は
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
忙

し
い
と
き
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

名
物
の
Ｂ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
お
に
ぎ
り
を
買

い
求
め
て
来
ら
れ
る
方
も
多
い
で
す
よ
。

喫
茶
。軽
食
ト
ロ
ッ
コ

（阿
蘇
白
川
駅
）

白
川
水
源
観
光
や
、
こ
れ
か
ら
の
時

期
に
は

「
一
心
行
の
大
桜
」
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
、
全
国
各
地
か
ら
南
阿
蘇
鉄
道

を
利
用
し
て
お
客
様
が
来
ら
れ
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
南
阿
蘇
鉄
道
を
、
住

民
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
よ
う
。

″
ゝ

穐

響
∫鱚

●

●   ●

労働安全衛生法に基づく各種試験案内

※この他にも 13種類の試験を行っています。

■問い合わせ先

九州安全衛生技術センター

〒 839-0809 福岡県久留米市東合川 5丁 目 9番 3号
TEL 0942-43-3381

〒 869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168 高森町役場企画観光課 広報たかもり

■

コ

相馬明子さん
(高森・冬野)

本田静子さん
(白 水村)

(6)(23)

試 験 の 種 類
上 期  日 程 下期 日程 (予 定 )

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

二級ボイラー技師 15 4・ 19 26 30 16 26 18 12 3・ 23

クレーン運転士 11 12
′
” 25 22 22 27 10 13 24 24

移動式クレーン運転士 17 17 16 14 19 10

衛生管理者 22 22 23 3・ 15
０
０ 13・ 25 17 18 8・ 25

潜水士
０
０ 15 20

利用客の推移
定期を除く普通乗車

il責彗華薯■ 通勤・通学等の定期

20万人
●
●
●
●
●
●
●
■
一
一
●
■
●
●
―
・
―

●

一
一
●
●
●
●

．

●
●
●
●
■
●
●
・
●
●
―

・
‐
・　
　
・

―
●
―
●
一
一
一
一
●
一
●
一
一
一
一
一一

15万人

10万人

5万人

年 度 61 6263 元 2 3 4  5 6 7  8 9 10 11 12 13

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
３
０
０
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ

り
、
今
年
度
は
Ｈ
万
円
を
超

え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（ご
寄
付
い
た
だ
い

た
方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、
ｌ
ヶ

月
に
１
４
０
円
か
か
り
ま
す
。

（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（
小

為
替
な
ど
）
や
、

９０
円
以

下
の
少
額
切
手
で
１
年
分

程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広報たかもり からのお願い

轟基基
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移
動
献
血
車
が
や
っ
て
き

ま
す

あ
な
た
の
善
意
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い

奥阿蘇ウィングス 結成 25周年記念

チヤリティー

ダンズノゞ―ティ~のお知らせ
■日 時 :3月 15日 (土 )午後 6時～

■場 所 :林業総合セ ンター

■入場料 :1,000円 (小学生以下無料)で
ジュース 1本つき

子どもから大人まで楽しめるダンスパーテイ~です。

お誘い合わせの上ご来場 ください。

奥阿蘇特産品の抽選会 も行います。

■

一

南
阿
蘇
の
大
自
然
に
マ
ッ
チ
し
た
列

車
を
走
ら
せ
よ
う
と
、
開
業
初
年
度
の
７

月
２６
日
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車

「ゆ
う
す
げ
号
」

の
第
１
便
が
発
車
し
ま
し
た
。

事
前
の
宣
伝
効
果
も
あ
り
、
当
日
は

押
す
な
押
す
な
の
大
盛
況
ぶ
り
で
、
逆
に

「行
っ
て
も
乗
れ
な
い
」
と
の
悪
評
も
さ

さ
や
か
れ
た
よ
う
で
す
が
、
全
国
で
唯

一
の
ス
タ
イ
ル
や
車
掌
の
肉
声
に
よ
る

案
内
等
が
評
判
を
呼
び
、
順
調
に
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
に
は
中
松
駅
の
行
き
違
い

設
備
も
完
成
し
、
１
日
２
往
復
に
増
便
。

根
強
い
人
気
に
支
え
ら
れ
夏
休
み
期
間

中
に
は
１
１
８
の
座
席
が
い
っ
ぱ
い
で
、

乗
車
で
き
な
い
方
も
見
ら
れ
ま
す
。

夏
休
み
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期

間
中
は
毎
日
運
行
し
、
そ
れ
以
外
は
３

月
末
か
ら
Ｈ
月
初
め
の
毎
週
土

ｏ
日
と

祝
祭
日
に
運
行
す
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
。
年

●

問
合
計
で
は
、
定
期
客
を
除
い
た
売
り

上
げ
の
約
２６
％
を
占
め
て
お
り
、
収
益

率
か
ら
み
る
と
ま
さ
に
「ド
ル
箱
的
存
在
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
阿
蘇
鉄
道

の
経
営
を
支
え
る
と

い
つ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
ト
ロ
ッ

コ
列
車
で
す
が
、
昭
和
３７
年
に
製
造
さ

れ
た
機
関
車
は
故
障
が
多
い
割
り
に
、
同

型
機
関
車
が
な
く
部
品
調
達
が
難
し
い

状
況
で
、今
後
の
整
備
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

阿
蘇
下
田
城
ふ
れ
あ
い
温
泉
駅

運
転
免
許
を
持
た
な
い
学
生
や
お
年

寄
り
の
交
通
手
段
と
し
て
必
要
な
南
阿

蘇
鉄
道
。
特
急
バ
ス
の
路
線
変
更
に
と

も
な
い
鉄
道
の
利
用
客
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

基
金

の
残
高
が
少
な

い
の
で
あ
れ

ば
、
住
民
か
ら
寄
付
を
募

っ
て
で
も
存

続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ニ
コ
ニ
コ
鰻
頭

（立
野
駅
）

南
阿
蘇

の
玄
関

口
に
あ
た
る
立
野

駅
。
観
光
シ
ー
ズ
ン

（特
に
夏
休
み
）

は
団
体
や
家
族
連
れ
で
賑
わ

い
ま
す

が
、
日
ご
ろ
の
利
用
客
は
確
か
に
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

南
阿
蘇
観
光
の
顔
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
町
村

・
住
民
が

一
体
と
な

つ
て
南

阿
蘇
鉄
道
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

ド
ル
格
的
存
在
の
■
＝
ツ
コ
列
車

▲たくさんの観光客を乗せ、ゆつく

りと走る 卜ロッコ列車。

(小型デ ィーゼル機関車と車窓

をオープンにした特殊車両が各
2台。約 2800万 円の経費を投
入 して整備されました )

結成 20周年記念ダンスパーティーから

●   ●

●

障害者福祉の支援費の申請について
ヒ全グ

4月 以降、下記の表の障害者 (児)関係のサー

ビスを利用するためには、支援費の申請を行い、

支援費の支給決定及び受給者証の交付を受ける

必要があ ります。

申請の受付は、役場保健福祉課で行っていま

すので早めの申請にご協力ください。

なお、現在施設サー ビスを利用 されている方

の申請については、 1年間の経過措置がありま

すので、申請の時期は、役場から連絡 します。

○支援費に移行するサー ビスー覧

■お問い合わせは

役場 保健福祉課 福祉係

¬EL 62-1111(内 線 121)

卜ロッコ列車利用客の推移

3万人

2万人

1万人

年 度 616263元 2345678910111213

高瀬忠幸さん
(長陽村)

小沢津清二さん
(長陽村)

(7)

き 3月 27日 (木曜日)

10時から 11時 30分まで

12時 30分か ら 16時 まで

ころ 林業総合センター

■ と

■ と

平成 15年 4月から、身体障害または知的障害のある方への、

福祉制度の一部が現在の 「措置制度」から、利用契約の方法

である「支援費制度」へ変わります。

身体障害者 知的障害者 障 害 児

施設サー ビス
更生施設、療養施設、

授産施設

更生施設、授産施設、

通勤寮
移行 しません

住宅サー ビス
ホームヘルプ、シ ョー ト
ステイ、デイサービス

ホームヘルプ、シ ョーート
ステイ、デイサー ビス、

グループホーム

ホームヘルプ、シ ョー ト
ステイ、デイサー ビス

(22)
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現
状
を
探
る
基
金
編

基
金

::・
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第
ニ
セ
ク
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て
い

く
た
め
に
は
、
関
係
町
村
や
地
元
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
出
資
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
、
そ
の
運
用
益

（預
金
利
息
）

を
赤
字
補
て
ん
等
に
充
て
る
よ
う
計
画

し
ま
し
た
。

国

か

ら

の
交

付

金

ど

関

係

各

町
村

か
ら

の
負
担

金

で
、
当
初
約

４
億
４
７
７
６
万
円
の
金
額
を
自
治
体

基
金
と
し
て
運
用
を
始
め
、
赤
字
補
て

ん
や
近
代
化
設
備

へ
の
更
新
、
車
両
購

入
等
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

と

こ
ろ
が
、
経
済

不
況

の
影
響

で
預
金
利
率
が
下
が

つ
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
運
用
益
が
平
成
２
年
度
の
約

３
２
９
５
万
円
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少

し
、
平
成
１３
年
度
は
約
５１
万
円
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
基
金
残

高
に
つ
い
て
も
年
々
減
少
し
、

１３
年
度

末
で
は
約
３
億
３
５
７
１
万
円
と
な

っ

て
お
り
、
開
業
当
初
に
比
べ
１
億
円
を

超
す

マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
会
社
を
経
営
す
る
以
上
、
鉄
橋

の
塗
装
や
ト
ン
ネ
ル
内
の
補
修
工
事
等

゛
　
ノ
　
　
ソ
ノ

ー
に

，
ハ

大
規
模
な
工
事
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

場
合
数
千
万
円
か
ら
億
単
位
の
出
費
も

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
ま
ま

で
は
自
治
体
基
金
が
底
を
つ
い
て
し
ま

う
の
も
時
間
の
問
題
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
出

資
し
て
い
た
だ
い
た
住
民
基
金
に
つ
い

て
は
、
運
用
益
に
手
を
付
け
る
こ
と
は

な
く
、
現
在
も
蘇
陽

。
高
森

。
白
水

。

久
木
野

。
長
陽
の
各
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ

に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
森
か
ら
立
野
駅
ま
で
全
長
１７
・
７

ｋｍ
を
運
行
す
る
南
阿
蘇
鉄
道
。
そ
の
中
に

は
、
２
つ
の
ト
ン
ネ
ル
と
２０
の
鉄
橋
、
さ

ら
に
２９
の
踏
切
施
設
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
普
通
列
車
４
両
と
レ
ト
ロ
列
車

１
両
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
１
編
成
を
保
有
し

て
お
り
、
施
設
と
車
両
の
維
持
管
理
に
は

相
当
な
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

施
設
や
車
両
の
整
備
を
図
る
上
で
最
も

重
要
な
資
金
源
だ
っ
た
運
用
益
は
平
成
１３

年
度
実
績
が
約
５１
万
円
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
運
用
益
だ
け
で
整
備
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
元
金
を
取
り
崩
さ
な

け
れ
ば
維
持
管
理
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

)ユ

Vノ

)

ル

「
人
　
権

」

ち

よ

う

な

い
ち

ゅ

う

が

っ

こ

う

ん
と
か
ば
―
ち

や
ん
、

じ
―
ち

や
ん

《
町
内
中
学
校

人
権
学
習
感
想
文
紹
介

》

パ
ー
ト
ー

昔
は
昔
、
今
は
今
な

の
に
結
婚
す
る

と
か
就
職

の
と
き
な
ど
に
、
昔

の
こ
と

ま
で
さ
ぐ

っ
て
い
く
バ
カ
な
大
人
が

い

る
な
ん
て
、
本
当
に
く
る

っ
て
い
る
と

思
う
。
今
さ
ら
そ
ん
な

こ
と

い

っ
て
な

に
に
な

る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。

で
も
、

う
ち
ら
は
き
ち
ん
と
人
権
学
習
し
て
い

る
け
れ
ど
、
お
父
さ
ん
と
か
、
お
母
さ1製をた

人圭 ち

は
こ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
知
ら
な

い
か

ら
、
知

っ
て
お
か
な
い
と
ダ
メ
と
思
う
。

ぼ

く

は
部
落

の
人
た
ち

の
せ

い
に

勝
手
に
し
た
り
し
て
い
る
人
が

い
る
か

ら
、
そ
の
人
た
ち
は
と
て
も
お
か
し
い

と
思
う
。
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
そ
う

い

う
人
た
ち
に
あ

っ
た
ら
説
明
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

じ
ゅ
う

み
ん
せ
い
か

つ
か
　
　
ど
う
わ
た

い
さ
く
か
か
り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ヽ
′ヽ口‐ヽ υ

/｀ ‐ヽ′⌒
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▲平 成 13年 度 に延命工事 (大 規模 な補修工事 )が施 された
M丁2000型式のレールバス3両。基金からの補填により、合わ
せて 1830万 円の費用を投入しました。これにより 10年程度
の延命が期待できます。

M障く
深奪×
√    ヽ

炒
k,メ

● ● ● ● ● ● 000000000● ● ● ● ● ● ● 000● 0● 00● ● ● 0● ● ●

保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て

～
毎
月
納
付
よ
り
保
険
料
が
安
く

納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
～

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

保
険
料
前
納
制
度
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
分
前
納

と
、
６
ヵ
月
分
前
納
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
翌
年
３
月

ま
で
の
期
間
を
希
望
す
る
月
か
ら
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

一
度
に
高
額
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
敬

遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
長
期
的
に
継
続
す
る
と
前

納
制
度
は
か
な
り
お
得
で
す
。

毎
月
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、
前

納
制
度

（
１
年
分
前
納
ま
た
は
６
ヵ
月
分
前
納
）

へ
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
２０
日
ま
で
に

熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
役
場
住
民
生

活
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
よ
る
６
ヵ
月
前
納
は
、
４
月
と
１０

月
の
み
の
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所

ｈ
０
９
６

‐
３
６
７

‐
２
５
０
０

住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

ｈ
６
２

‐
１
１
１
１

（内
線

１
３
２
）

国
民
年
金
の
支
払
い
は

安
心
便
利
な
口
座
振
替
で
！

開業と同時に水をイメージして
改築された 「阿蘇白川駅」

高森町の産業観光館と併設 し

て造られた 「高森駅」

(昭利 62年 3月 15日完成 )

(8)(21)

み
ん
な
で
　
き
ゅ
う
し
よ
く
　
お
い

高
森
小
学
校

一
年
　
お
お
つ
か

○
は
な
い
ち
も
ん
め
　
て
つ
な
ぎ
お
に

み
ん
な
と
あ
そ
べ
て
た
の
し
い
な

草
部
南
部
小
学
校
五
年
　
楢
木
野
　
忍

○
わ
が
ま
ま
を
　
い
わ
な
い
で
　
た
の
し
く
遊
ぼ
う

高
森
東
小
学
校
四
年
　
甲
斐
　
悠
希

う
よ
　

一
人

一
人
の
　
人
権
を

草
部
中
学
校
二
年
　
ェ
藤
　
加
奈
恵

フエス テ ィバ ノ

ねんど
・

年度
せヽ い り ■た ′,｀ |ヽ■

Fヨ4成平

か
を
し
た

た

何

に
遊
ん

ろ の

草 一局

葉 森
東

部
中
学 あ ト

つ

校 な 学
校

■́)

は 四年
し

年
よ

佐 も
占
国 森

思 本
卓 わ で

なｒ
い

″
７ 智

や
め
よ
う
ね

子ども会のみんな。

inたかもりで「おこりじぞう」

し
ゆ い
う な
き

一喬

○
自
分
か一早

○
話
す
と

う
　
差
別
心

安
藤
　
美
沙
紀

じんけんけいはつひょうごしょうかい

人権啓発標語紹介

1年 分 6ヵ 月分

前   糸内 156,770 円 79,150円

定額 (毎月 ) 159,600円 79,800円

差   額 2,830円 650円

蝙

南
阿
蘇
鉄
道
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

着
々
と
整
備
さ
れ
た
各
駅
書
を
紹
介

．

一

一

　

一

¨ |■ |‐
‐.‐ ・

‐ ■―  
‐
_1

開業と同時に新設された 「見晴台駅」

風

倒
―
刻
一―
ど
で



●   ●
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1、 試験日時 :月 曜～金曜 (た だし祝祭 日を除く)午 前 8時 30分～ 9時受付
※ 3月 3日 (月 )か ら4月 8日 (火 )ま では午前 8時から受付を開始します

2、 試験場所 :運転免許センター (菊池郡菊陽町辛川 2655、 ■L096-233-0116)

3、 持参するもの

①本籍地記載の住民票 (発行から6ヶ 月以内で熊本県内の

住所地が記載されたもの)

※外国人の方は、居住地が熊本県内になっている外国人
登録証または登録原票記載事項証明書

②写真 2枚 (申 請書用と受験票用に使用するもので、
サイズ縦 3 cm・ 横 2.4cm)

※裏面に氏名及び撮影年月日を記載のこと

③ボールペン、鉛筆、消しゴム

④印鑑 (認印)

⑤卒業証明書 (発行 日から1年以内)

⑥仮免許証

高森警察署 ■L62-0110

～運転免許試験を受験される方へ～

3月 3日 (月 )か ら4月 8日 (火)ま での期間は、高校生の卒業や春休みにより、
普通免許 。原付免許の受験者が 1日 約 600人 となり、通常の 4～ 5倍の受験者が
免許センターヘ来所されることとなります。

したがつて、この期間に試験に合格された方は免許証の交付時間が午後 5時頃
になる場合があります。試験を受けられる方は、このような状況があることをご
理解のうえ受験されますようお願いします。

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 ¬EL 6 2-9034

たしかめて。火を消してから次のこと
<春季火災予防運動週間 3月 1日～ 3月 7日 >

へ _ ´

硼住
民
基
金
の
状
況

住
民
基
金
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
町
村
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
金
の
原
資
に

つ
い
て
は
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な

っ
て

お
り
、
運
用
益
の
利
用
に

つ
い
て
は

各
町
村
議
会
の
承
認
が
必
要
と
な

っ

て
い
ま
す
。

（単
位
‥
円
）

住宅防火 4つの対策

1.逃げ遅れを防ぐために、千1:宅 用火災報知器を設置する。

2.寝具や衣類からの火災を防 ぐために、防炎製品を使用する。

3.火 災を小 さい うちに消すために、住宅用消火器等を設置する.

4.お年寄 りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体

制をつくる。

森林の保全と地域の安全対策は

1.枯草等のある火災が発生しやすい場所では、たき火をしない。
2.た き火の場所を離れるときは完全に消化すること。
3.火入れの許可は必ず受けること。

4.強風時及び乾燥時には、たき火や火入れをしない。

危険物取扱者・消防設備士試験のお知らせ

人の用心 7つのポイント

1.家のまわ りに燃えやすいものを置かない。

2.寝 たばこや、たばこの投げ捨てをしない。

3.天ぶ らを揚げるときは、その場を離れない。

4.風 の強いときは、たき火をしない。

5。 子 どもにはマッチや ラ

イターで遊ばせない。

6.電気器具は正しく使い、

たこ足酉齢泉はしない。

7.ス トーブには燃えやす

いものを近づけない。

000● ● ● 000● ● ● 00000● 0000000000000000000

温泉と駅を併設して生まれ変わった
「阿蘇下田城ふれあい温泉駅」
(平成 5年 8月完成 )

開業の年に建て替えられた 「中松駅」
(デザインコンクールで入賞した、当
時八代高等専門単校の中村堅―さん
の作品が採用された)

平成 4年 4月、日本一長い駅名とし

て誕生 した 「南阿蘇水のうまれる里白

水高原駅」 (平成 14年 4月まで記録

を保持 )

(9) (20)

基金の推移

一．一一一一●

5億

4億円

万 円

3  4 13

■ |

年

度
末
の

基

金

つ

こ 000

661  62  63 7  8  9  10

残 3億円

「
■

,iヨ腑なんでも
平成 13年度
までの利息合計

平成13年度末残高

蘇 陽 町 3,920,000 2,139,322 6,059,322

高 森 町 21,660,500 11,433,212 33,093,712

白 水 村 14,551,000 7,840,842 22,391,842

久木 野 村 7,866,000 4,343,889 12,209,889

長 陽 村 15,180,()00 8,971,972 24,151,972

合   計 63,177,500 34,729,237 97,906,737

危険物取扱者試験
消防設備士試験

第 1回 第  2 回

公 一不 日 4月 3日 (木 ) 8月 29日 (金 ) 7月 4日 (金 )

受 付 期 間 4月 18日 (金 )～ 4月 24日 (木 ) 9月 19日 (金 )～ 9月 26日 (金 )
8月 1日 (金 )～ 8月 7日 (木 )

試 験 日 6月 8日 (日 ) 11月 16日 (日 ) 9月 7日 (日 )

レ
σ｀

|・

「

‐
1■

■

試験案内

年度

当初の基金額 (原資 )
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子どもへの

食事作りの ポイント

①薄味をこころがけましょう
子どもの頃から濃い味に慣れていると食塩の取 りすぎにつ

ながります。大人がおい しいと感 じる程度では、食塩過剰気

味です。ちょっともの足 りない位の味付けで調味しましょう。

②なるべく手作りしましょう
加工食品やインスタント食品は確かに便利ですが、食品添加物

で心配なものもあります。できるだけ家庭で手作りしましょう。

③乳製品を加えましょう
カルシウムは成長期の子どもが、たっぷ りとりたい栄養素。

牛乳や ヨーグル ト、チーズ等をそのまま食べるだけでなく、

ミルクスープやチーズ焼きなど料理にも利用しましょう。

④温かい汁物を一品つけましょう
みそ汁やスープ、ホットミルクなど温かい汁物か飲み物を

一品つけましょう。体が温まって脳や体が目覚め、一 日のス

ター トにちょうどよくなります。

0欠食をなくしましょう
子どもは一度にたくさん食べられないので、 1食抜いただ

けでも栄養素不足にな りがちです。なにかしら食べる習慣を

つけるようにしましょう。

野菜たつSiリメニュー

献 立
こぎつね寿司・豆腐入り花しゅ
うまい・ブロッコリーのミモザ
風サラダロおぼろ昆布汁

プロッコリーのミモザ風サラダ

□材料 (6人分 )

ブロッコリー 1株・卵 2コ 。かばちゃ 120g・

レタス 1/2コ ・マ ヨネーズ大さじ 1/2・ 塩

こしょう少々

□作 り方
①ブロッコリーは小房に分けてゆでる。か

ばちゃは小さな角切りにしてゆでる。②卵

はゆでて、あらみじん切りにし調味料を混

ぜる。③器にレタスをしき、ブロッコリー

とかばちゃを並べ②をかけてできあがり。

第
ニ
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
り
鉄
道
を

経
営
す
る
会
社
は
全
国
３７
社
で
、
そ
の

大
半
は

「国
鉄
か
ら
不
採
算
路
線
で
あ

る
が
ゆ
え
に
分
離
さ
れ
た
鉄
道
」
で
す
。

通
常
の
経
営
努
力
の
み
で
は
自
立
が

困
難
な
こ
と
や
自
己
資
金
が
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
開
業
に
あ
た

っ
て
は
自
立

支
援
策
と
し
て
種
々
の
補
助
制
度
や
助

成
制
度
の
適
用
と
、
地
元
の
利
用
促
進

活
動
等
に
よ
り
自
立
可
能
な
環
境
が
整

備
さ
れ
、
今
日
ま
で
経
営
を
維
持
し
て

す
。

か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
第
ニ
セ
ク
タ
ー

は
、
開
業
後
十
数
年
を
経
過
し
た

、
経
済
不
況
な
ど
開
業
時
に
は
想

え
な
か
っ
た
社
会
環
境
の
変
化
に

よ
り
、
当
初
計
画
し
た
仕
組
み
を
大
幅

に
変
え
な
け
れ
ば
、
経
営
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
の
表
に
全
３７
社
の
運
営
状

況
を
記
載
し
ま
し
た
。
右
か
ら
２
列
目

の

「過
去
５
年
間
の
平
均
損
益
」
に
注

鉄
道
を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
列
車

運
行
の
た
め
の
運
転
士
や
保
安
係
員
等

の
配
置
、
施
設
や
車
両
の
修
繕
費
等
固

定
的
な
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
信
号
施
設

。
踏
切
施
設

・

列
車
保
安
施
設

・
列
車
運
用
装
置
な
ど

に
つ
い
て
は
、
支
出
を
抑
え
る
た
め
国

鉄
時
代
か
ら
の
も
の
や
三
セ
ク
移
行
時

の
設
備
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
お
り
、
最

低
限
の
維
持
保
守
を
行

っ
て
い
る
現
状

で
す
。

目
す
る
と
、
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
る
の

は
３７
社
中
わ
ず
か
に
６
社
し
か
な
く
、

そ
れ
以
外
の
鉄
道
会
社
は
赤
字
経
営
と

な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
第
ニ
セ
ク
タ
ー
鉄
道

会
社
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
赤
字
経
営

と
い
う
の
が

一
般
的
と
な

っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

な
お
、
営
業
距
離
１７

・
７
ｋｍ
に
対
し

て
従
業
員
数
１４
人
で
運
営
す
る
南
阿
蘇

鉄
道
は
、
他
の
鉄
道
会
社
と
比
較
し
て

経
費
節
減
等
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成

３
年
に

は
滋
賀
県
の
信
楽
高
原
鉄
道
で
死
者
４２

人
、
負
傷
者
４
１
６
人
を
数
え
る
列
車

衝
突
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
や
、
半
年

間
の
う
ち
に
２
回
の
列
車
衝
突
事
故
を

起
こ
し
た
京
福
電
鉄
は
、
安
全
対
策
を

怠

つ
た
た
め
に
発
生
し
た
人
為
的
な
事

故
と
い
え
ま
す
。
維
持
補
修
を
怠
る
と

こ
の
よ
う
な
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
施
設
の
整
備
に
は
今
以
上
に
重

点
を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●

▲ 」Rの子会社として平成 2年に開業 した嵯峨野観光鉄

道 (京都府 )。 鉄道経営の常識を破る観光 卜ロッコ列車

だけの運行で、黒字経営を収めている。

現
状
を
探
る

三
セ
ク
編

餃
鰤
聰

歩
一轟瞼
ク
鼈
繹
隆
燿

一維
贄
管
理
は
絶
対
必
鰺

定 今 鉄  い
し 日 道 し ま
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●
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子育てサークル「風まるキッズ」

高森に住んで間もない方、友達がほ

しい方、子育ては大変だなぁと感 じて

いる方、ぜひ一度遊びに来てください。

同じように子育てを頑張っている仲間

と楽しい時間を過ごしましょう。

■活 動 日 :毎週水曜 日

■活動時間 :午前 10時 30分～ 12時

■活動場所 :高森町中央公民館

■問い合わせ先

役場保健福祉課保健推進係

Ъ 62-1111(内 線 126)

絵本館「木いちご」

「わが子に どんな絵本を ?」 と考えてい らっしゃ

るお母 さんお父 さん、絵本館 「木いちご」をのぞ

いてみませ んか。 このたび (財)伊藤忠記念財団

か ら 100冊の絵本の助成 を受け、在庫が約 700冊

とな りま した。たくさんの絵本が皆 さんに会える

のを待っています。お気軽にお立ち寄 りください。

■開 館 日

毎月第 2・ 第 4土曜日

■開館時間

午前 10時～ 12時

※11時頃から読み聞かせ

や紙芝居等も行います。

■問い合わせ先

lbL 62-1049

(後藤良子 さん宅)

高森駅

東医院   お店

|||.― ‐|||■‐

高森保 |′ 国ヽ

ここです。普通のおうちです。
砂利が引いてあり、奥に行くと
「木いちご」があります

・
態
び
Ｅ
撫
‘
ぐ
だ
さ
い
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平成 10年に改修された 「長陽駅」

開業と同時に新築された終点「立郷

駅」。JR豊肥本線への乗り継ぎ駅と

して貴重な役目を果たしています。

開業と同時に新設された 「加瀬駅」
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(人 ) ) (万円)

北海道ちほく鉄道 北海道 H元 .6 140.0 499 6583 △46,095

三 陸 鉄 道 岩手県 S59.4 （り７
，

〈Ｕ 84 300 797 △3,880

阿 武 隈 急 行 宮城・福島県 S61. 7 54.9 96 1500 △366

会 津 鉄 道 福島県 S62. 7 57.4 58 1500 507

由 利 高 原 秋田県 S60.10 23.0 24 100 682 △5,433

秋田内陸縦貫鉄道 秋田県 S61.11 94.2 84 300 2275 △ 25,275

山 形 鉄 道 山形県 S63.10 30.5 32 478 494 △5,969

北 越 急 行 新潟県 H9.3 59.5 89 4568 34,113

鹿 島 臨 海 鉄 道 茨城県 S60. 3 53.0 133 1226 △ 1,568 △36

真 岡 鉄 道 栃木・茨城県 S63 4 41.9 66 250 369 ∠ゝ466

野 岩 鉄 道 栃木・福島県 S61.10 30.7 50 1000 △8,859

わたらせ渓谷鉄道 栃木・群馬県 Hl.3 44.1 56 325 867 △4,147 △ 115

い す み 鉄 道 千葉県 S63. 3 26.8 34 269 1230 △ 13,272

天竜浜名湖鉄道 静岡県 S62. 3 677 83 630 516 △ 12,432

愛 知 環 状 鉄 道 愛知県 S63. 1 45.3 161 2500 4,456

伊 勢 鉄 道 二重県 S62. 3 22.3 38 360 585 987

樽 見 鉄 道 岐阜県 S59.10 34.5 52 150 △3,316

明 矢口 鉄 道 岐阜県 S60.11 25.1 28 200 41 △ 1,894

長 良 川 鉄 道 岐阜県 S61.12 72.1 70 400 952 △6,300

神 岡 鉄 道 岐阜 ・富山県 S59.10 19.9 13 200 435 △ 1,738

の  と 鉄 道 石川県 S63. 3 94.1 102 450 1007 △26,659

信 楽 高 原 鉄 道 滋賀県 S62. 7 14.7 23 432 431 △ 12,912

北近畿タンゴ鉄道 京都府・兵庫県 S63. 7 114.0 162 2600 （
０ △54,964

北 条 鉄 道 兵庫県 S60.4 13.7 13 100 113 △2,672

三 木 鉄 道 兵庫県 S60.4 18 250 △4,458 △12

丼 原 鉄 道 岡山県 Hll 41.7 60 700 633 △30,169

錦 りll 鉄 道 山口県 S62. 7. _32.7 31 120 444 △3,321

智 頭 急 行 鳥取・岡山・兵庫県 H612‐ 56.1 80 450‐
‐
788 23,631

S62.1_0‐若 桜 鉄 道 鳥取県 ■19.2 18 100 515 ∠ゝ 2,781_ ・ △30

土佐くろしお鉄道 高知県 | S63.4 66.6 86 499 394 △8,834 ‐‐今115‐

福岡・佐賀県

徳島県 H4.3~

S61 4

‐
    12

35

０

一
６

０

一
５
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Ｔ
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一
●

一

一
370

516甘 木 鉄 道

・  ~・~8.5

13.7

∠ゝ5,298

832 つ
」

福岡県 Hl.10 49.2 70 .273 4 ∠ヽ|、 281

―・ - 108_   QR.只松 浦 鉄 道 長崎・佐賀幕| S63.4_ :ёo 52 769 _47

南 阿 蘇 鉄 道 熊本県■ S6114 17.7 14 100 _._ 36〔 △ 1,069 △ 3 2

H‐ 1■10く ま 川 鉄 道 熊本県 ... 24.8 32 136 556 ∠、1.,048
・∠ゝ 5

高 千 穂 鉄 道 Hl‐ 4 50.0 Qフ 23o ・・-552 どfゝ5,077

コミュニケーション

～ 赤ちゃんと絵本との出会い ～

赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

生
ま
れ
て
１
年
も
経

つ
と
身
長
は
約

１
・
５
倍
、
体
重

は
３
・
５
倍
に
な
り
、
や
が
て

一
人
で
歩
き
だ
し
、
言
葉

も
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

心
も
体
も
健
や
か
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
発
達
に
応
じ
た
適
切
な
刺
激
が
必
要

で
す
。
何
も
特
別
な
事
で
は
な
く
、
や
さ
し
い
語
り
か
け

を
た
く
さ
ん
す
る
と
い
っ
た

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
子
ど
も
と

一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

読

み

間

か

せ

ち
や
ん
は
色
の
は
っ
き
り
し
た
絵
本
を

じ
っ
と
見
つ
め
た
り
、
絵
本
に
手
を
伸

ば
し
た
り
と
好
奇
心
が
旺
盛
で
す
。
体

験
さ
れ
た
お
母
さ
ん
方
は

「も
う
絵
本

を
見
る
の
」
と
驚
い
て
、
絵
本
の
ス
キ

ン
シ
ツ
プ
に
興
味
を
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

を始めよう

絵
本
を
通
し
た

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
は
、
赤
ち
や
ん
に
と
つ
て

「愛

さ
れ
て
い
る
こ
と
」
「守
ら
れ
て
い
る

こ
と
」
「人
を
信
頼
す
る
こ
と
」
を
知

る
大
切
な
時
間
で
す
。

肌
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、

優
し
く
語
り
か
け
て
も
ら
い
、
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
と
向
か
い
合

っ
て
言

葉
と
気
持
ち
を
通
わ
せ
る
ひ
と
時
。

周
り
の
大
人
に
と

っ
て
も
心
の
安
ら

ぎ
を
与
え
、
親
子
の
情
緒
的
絆
を
深

め
る
子
育
て
の
時
間
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
親
子
で
絵
本
に
出
会
う
事
で

「聴
く

。
観
る

。
集
中
す
る
」
と
い
ぅ

力
が
育

つ
と
と
も
に
、
赤
ち
や
ん
の

豊
か
な
様
子
を
感
知
し
育
児
を
楽
し

む
事
が
で
き
る
で
し
よ
う
。

絵

本

の
賞

し

出

し

のｂＩＩ
Ｊ

6～ 7ヶ 月児健康相談に参加 し、はじめて絵本を手にした生後 6ヶ 月の赤ちゃん。

好奇心旺盛なこの時期、単純な絵で色のされいな本を選んであげましよう。

「ど
ん
な
絵
本
を
選
ん
だ
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」
と
思

つ
て
い
る
方
も
多

い

で
し
ょ
う
。
赤
ち
や
ん
は
絵
本
を
読

ん
で
も
ら
う
の
が
大
好
き
で
す
。
絵

本
よ
り
も
、
お
母
さ
ん
の
温
も
り
を

感
じ
た
り
、
読
ん
で
く
れ
る
声
を
聞

く
の
が
う
れ
し
か

っ
た
り
す
る
も
の

で
す
。
赤
ち
や
ん
の
好
き
な
本
、
お

母
さ
ん
が
好
き
で
読
ん
で
あ
げ
た
い

と
思
う
本
を
選
ん
で
読
ん
で
あ
げ
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

町
で
は
、
芙
蓉
館
と
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
に
貸
し
出
し
用
の
絵
本
を
置

い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
何
度
も
読

ん
で
読
ん
で
と
せ
が
む
も
の
で
す
。

お
気
に
入
り
の
絵
本
を
探
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
、
心
が
触
れ
合
う

楽
し
い
時
間
、
と

っ
て
お
き
の
親
子

の
時
間
づ
く
り
を
始
め
ま
し
よ
う
。

．ヽ

ブ
ツ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

町
で
は
、
６
～
７
ヶ
月
児
健
康
相
談

の
際
に
絵
本
を
手
渡
し
、
読
み
聞
か
せ

を
体
験
し
て
も
ら
う

「ブ
ツ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
」
を
、
１
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

赤
ち
や
ん
の
心
と
言
葉
を
育
む
た
め

に
か
け
が
え
の
な
い
時
間
づ
く
り
を
応

援
す
る
も
の
で
す
。

「ま
だ
ま
だ
赤
ち
や
ん
な
の
に
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
赤

■
保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）
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△978

△73
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△ 190

986
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△693

△ 105

△ 166

269

67

△32

2

△ 136

∠ヽ 77

△ 651

△ 1,813

△424

△31
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営状況〈
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「第三セ

保健師がら

へ の鍵覇購轟あなた
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都道府県
営業距離

(km)
資本金

(百万円)

累積損益

(百万円 )

89

△ 22,121

6.6

△453

348

阿 佐 海 岸 鉄 道 △48

平 成 筑 豊 鉄 道



南
鉄
の
抱
え
る
課
題

轟
金
が
底
を
つ
く
可
能
性
も
　
　
ト
ロ
ツ
コ
列
車
の
増
設

．

平
成
ｌｏ
年
に
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
の
熊
本

―
大
津
間
が
電
化
さ
れ
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
南
阿
蘇
鉄
道

利
用
者
に
と

っ
て
は
立
野
駅
に
加
え
大

津
駅
で
の
乗
り
換
え
が
必
要
と
な
り
、

逆
に
不
便
に
な
り
ま
し
た
。

阿
蘇
郡
町
村
会
と
町
村
議
長
会
で
は
、

宮
地
駅
ま
で
の
電
化
区
間
延
長
に
つ
い

て
の
請
願
書
を
県
議
会
に
提
出
し
、
本

会
議
で
も
採
択
さ
れ
て
お
り
、
早
急
な

実
現
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
と
の
相
互
乗
り
入
れ

・

く
ま
川
鉄
道
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

第
ニ
セ
ク
タ
ー
会
社
で
Ｊ
Ｒ
と
の
相
互

乗
り
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
県
議
会
や
Ｊ
Ｒ

へ
の
申
し
入
れ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
側
は
相
互
乗
り
入
れ

を
必
要
と
し
て
お
ら
ず
、
実
現
さ
せ
る

た
め
に
要
す
る
莫
大
な
費
用
は
南
阿
蘇

鉄
道
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
の

で
、
現
段
階
で
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
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鉄
道
施
設
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た

め
に
は
数
年
サ
イ
ク
ル
で
多
額
の
出
費

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
１３
年
度
に
は
Ｍ
Ｔ
２
０
０
０
型

式
の
車
両
３
両
を
、
１
８
３
０
万
円
か

け
て
大
規
模
な
補
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
約
ｌｏ
年
の
延
命
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
平
成
２４
年
度
頃
に

は
車
両
の
入
れ
替
え

（購
入
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

施
設
整
備
の
中
で
最
も
大
き
な
費
用

を
必
要
と
す
る
鉄
橋
の
塗
装
工
事
。　
一

番
大
き
な
白
川
第

一
鉄
橋
の
塗
装
工
事

に
つ
い
て
は
立
野
ダ
ム
建
設
と
の
関
連

が
あ
り
、
そ
の
費
用
負
担
は
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
他
の
鉄
橋
に
つ
い
て

は
近
々
塗
装
工
事
を
行
う
予
定
で
、
数

千
万
円
の
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
、
電
子
閉
そ
く
装
置
や
踏

切
保
安
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
経
費
節

減
を
図
る
た
め
、
全
体
的
な
取
り
替
え

は
行
わ
ず
部
品
の
取
り
替
え
等
に
よ
る

修
繕
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

開
業
当
初
約
４
億
４
千
万
円
だ

っ
た

自
治
体
基
金
は
、
預
金
利
息
の
高
か
っ

た
平
成
５
年
に
は
５
億
１
千
万
円
を
超

え
た
も
の
の
、
そ
の
後
急
速
な
金
利
低

ド
等

の
影
響
で
平
成

１３
年
度
に
は
約

３
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

景
気
回
復
が
当
分
見
込
め
な
い
中
、

鉄
橋
の
塗
装
工
事
や
に
両
の
更
新
等

ヘ

の
出
費
を
考
え
る
と
、
大
幅
な
基
金
の

減
少
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
、
安
全
輸
送
を
確

保
す
る
上
で
先
送
り
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、多
額
の
出
費
に
備
え
る
た
め

「基

金
の
積
み
増
し
」
に
つ
い
て
考
え
る
時

期
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

経
費
の
節
減

平
成
９
年
度
の
従
業
員
数
は
１９
人
で

し
た
が
現
在
は
１４
人
体
制
と
し
、
積
極

的
な
業
務
体
制
の
見
直
し
も
行
い
人
件

費
の
節
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
経
費
に
つ
い
て
も
極
力

抑
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
設
備
の
維
持
補
修
に
つ
い

て
は
安
全
対
策
の
観
点
か
ら
最
低
限
の

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
は
そ
の
最

低
限
の
状
態
で
行

っ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
す
。

年
間
約
１
千
７
百
万
円
の
収
入
を
上

げ
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
。

２
両
の
客
車
を
２
台

の
機
関
車
で

引

っ
張
り
、
の
ん
び
り
と
走
る
ト
ロ
ッ

コ
列
車
の
人
気
は
根
強
く
、
７
～
８
月

の
夏
休
み
時
期
に
は
定
員
１
１
８
席
が

満
席
に
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
大
口

の
お
客
を
断
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
お
客
を
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、

客
車
を
増
や
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
昭
和
３７
年
に
造
ら
れ
た
現
在
の
機

関
車
で
は
、
２
両
の
客
車
を
引

っ
張
る

の
が
精

一
杯
で
す
。
今
後
、
ト
ロ
ッ
コ

列
車
を

一
編
成
増
設
し
て
対
応
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
電
化
区
間

なたの税がいきてιlも

ハ
国国ロ
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固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の

送
付
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
方

に
は
、
５
月
中
旬
頃
ま
で
に

「固

定
資
産
税
課
税
明
細
書
」
を
お
送

り
し
ま
す
。

そ
の
課
税
明
細
書
で
も
、
お
持

ち
の
固
定
資
産
の
課
税
内
容
が
確

認
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
免
税
点
と
は
？

固
定
資
産
税
は
、
所
有
者
毎
と
土

地
と
家
屋
と
償
却
資
産
毎
の
課
税

標
準
額
を
集
計
し
て
算
出
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
土
地
に
つ
い
て
３０

万
円
、
家
屋
に

つ
い
て
２０
万
円
、

償
却
資
産
に
つ
い
て
１
５
０
万
円

に
満
た
な
い
場
合
は
、
固
定
資
産

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

開
業
以
来
、
通
学
定
期
の
利
用
者
は

多
少
減
少
し
て
い
る
程
度
で
す
が
、
普

通
客
特
に
沿
線
住
民
の
利
用
減
少
が
目

立

つ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
分
を
、

観
光
客
利
用
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
現
状

と
い
え
ま
す
。

南
阿
蘇
鉄
道
が
存
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
会
社
や
沿
線
町
村
の
努
力
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
開
業
当
初

の
熱
意
を
今

一
度
思
い
起
こ
し
、
積
極

的
に
鉄
道
を
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。固

定
資
産
税
の
納
期
は

５
月
、
８
月
、
Ｈ
月

本
町
の
固
定
資
産
税

の
納
期

は
、
５
月
、
８
月
、　
Ｈ
月
の
三
期

で
す
。
各
月
の
中
旬
頃
に
納
付
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
次
の
納

期
限
ま
で
に
納
入
し
て
下
さ
い
。

今
年
は
各
納
期
限
の
日
が
す
べ
て

休
日
と
な
る
こ
と
か
ら
翌
月
の
初

日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。

●

一
期

（
５
月
分
）

６
月
２
日

●
二
期

（
８
月
分
）

９
月
１
日

●
三
期

（
１１
月
分
）

１２
月
１
日

※
納
税
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
の
納
付
書
は
、
納
税
組
合
長
さ

ん

へ
ま
と
め
て
お
送
り
し
ま
す
。

便
利
な
口
座
自
動
振
替

制
度
を
ご
利
用
下
さ
い

納
税
組
合
員
以
外
の
方
は
、
金
融

機
関
口
座
か
ら
の
自
動
振
替
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は

お
尋
ね
下
さ
い
。

●   ●

●   ●

地
域
の
み
な
さ
ん
の
利
用
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固定資
=碑

IQ&■
私は家屋 (住宅)を平成 15年 8月 頃に完成予定です。

この場合、固定資産税は今年から課税されるのですか ?

家屋と土地の固定資産税など、家屋建築に関係する色々

な税金の減額や減免制度について教えて下さい。

お尋ねの場合の課税年度については、本年 (平成 15年 12月

まで)中に家屋調査に伺って評価計算を行い、賦課期 日平成

16年 1月 l Flの家屋として、平成 16年度からの課税 となります。また、

家屋建築後に関係する各種の税金とその減額、減免制度の概略につい

ては次のとおりですが、詳しいことは家屋調査時に説明致します。
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し て家屋分

当する.

は 、

場合す

(家屋 毎に 築部材
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Cり す 新築後 間減額税家屋
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土 地 ののし ててし し 毎そ土 地
′
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」二
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ン
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自

定
資
産
税

縦
覧

閲
覧
制
度
が
変
わ
り
ま
す

′
０

(13)
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納
税
者
が
所
有
す
る
土
地
、
家

屋
の
価
格
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
て
、

他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
し
て
価

格

（評
価
額
）
が
適
正
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

縦
覧
で
き
る
人
は

？

縦
覧
で
き
る
の
は
当
該
土
地
、

建
物
の
所
有
者

（免
税
点
以
上
の

者
に
限
る
）
と
納
税
管
理
人
で
す
。

縦
覧
期
間
は
？

４
月
１
日

（火
）
か
ら
、
６
月
２

日

（月
）
ま
で
で
す
。
（土
曜
、
日
曜
、

国
民
の
祝
日
を
除
く
。
時
間
は
午
前

８
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）

縦
覧
場
所
は
？

縦
覧
さ
れ
た
方
の
お
問
い
合
わ

せ
に
対
し
て
詳
し
い
説
明
な
ど
を

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
役

場
税
務
課
の
み
で
実
施
し
ま
す
。

手
数
料
は
？

縦
覧
手
数
料
は
無
料
で
す
。

●

閲
覧
制
度
と
は
？

名
寄
せ
鑢
証
蠣
と
は
？

当
該
土
地
、
建
物
の
所
有
者
が

所
有
す
る
す
べ
て
の
固
定
資
産
に

つ
い
て
、
名
寄
せ
帳
の
証
明
交
付

を
申
請
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
場
合
は
手
数
料

（名
寄
せ

帳
１
枚
当
た
り
２
０
０
円
）
が
必

要
で
す
。

固
定
資
産
所
有
者
以
外
が
縦
覧
、

閲
覧
を
行
う
場
合
や
、
名
寄
せ
帳

証
明
な
ど
各
種
証
明
書
交
付
を
受

け
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

審
査
申
立
制
度
と
は
？

町
長
が

「
固
定
資
産
の
価
格
等

の
す
べ
て
を
登
録
し
た
旨
の
公
示

を
行

っ
た
日

（
４
月
１
日
）
か
ら

納
税
通
知
書
受
取
後
６０
日
ま
で

（
７

月
中
旬
頃
）

の
間
に
お
い
て
、
町

の
固
定
資
産
審
査
員
会
に
対
し
て
、

価
格
に

つ
い
て
の
審
査
申
立
を
行

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

27

「縦
覧
」
は
役
場
税
務
課
の
み
で
実
施
し
ま
す

期
間
は
４
月
１
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で

固
定
資
産
税
に
関
し
て
、
納
税
者
な
ど
が
自
己
所
有
資
産
の
確
認
や
価
格
が
適
正
か
の
判
断
を
行
う
た
め
に
、

必
要
な
情
報
を
出
来
る
限
り
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
に
対
す
る
納
税
者
の
信
頼
と
安
心
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
適
正
な
課
税
事
務
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

納
税
者
な
ど
が
、
所
有
す
る
土

地
、
家
屋
の
名
寄
せ
帳

（課
税
台

帳
）
で
土
地
、
建
物
の
表
示
内
容

や
価
格
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

開
覧
で
き
る
人
は
？

名
寄
せ
帳
を
閲
覧
で
き
る
の
は

当
該
土
地
、
建
物
の
所
有
者
で
す
。

納
税
管
理
人
は
課
税
台
帳
の
み
閲

覧
出
来
ま
す
。
借
地
人

・
借
家
人

は
、
当
該
借
地

・
借
家
の
部
分
の

み
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

閲
覧
期
間
は
？

年
間
を
通
じ
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所
は
？

役
場
税
務
課
と
役
場
出
張
所
で

閲
覧
出
来
ま
す
。

手
数
料
は
？

縦
覧
期
間
中
は
無
料
で
す
。
そ
れ

以
外
は
土
地
１
筆
、
家
屋
１
棟
毎
に

２
０
０
円
の
手
数
料
が
必
要
で
す
。

閲
覧
制
度

の
法
政
化
に
伴
い
、

借
地
人

・
借
家
人
等
に
対
し
て
、

該
当
す
る
土
地
１
筆
毎
、
建
物
１

棟
毎
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
課

税
に
関
す
る
情
報
を
開
示

・
証
明

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

証
明
を
受
け
ら
れ
る
人
は
？

納
税
者
、
納
税
管
理
人
、
借
地

人
、
借
家
人
で
す
。

証
明
期
間
は
？

年
間
を
通
じ
て
証
明
書
交
付
申

請
が
で
き
ま
す
。

証
明
交
付
申
請
場
所
は
？

役
場
税
務
課
と
役
場
出
張
所
で

申
請
出
来
ま
す
。

手
数
料
は
？

土
地
１
筆
、
家
屋
１
棟
毎
に

２
０
０
円
の
手
数
料
が
必
要
で
す
。

19:2610:35
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特
集
後
記

あ
れ
か
ら
１７
年
。
南
阿
蘇
鉄
道

の
誕
生
と
同
じ
時

期
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
も
、
そ
の
南
阿
蘇
鉄
道
を
利

用
し
て
高
校
に
通
学
す
る
年
頃
に
な

っ
て
い
ま
す
。

「南
阿
蘇
は
ひ
と

つ
」
を
合
言
葉
に
、
全
住
民
が

一

九
と
な

つ
て
高
森
線

の
存
続
を
訴
え
た
、
そ
の
熱

い
・

・
思
い
が
あ

つ
て
こ
そ
存
続
で
き
た
私
た
ち
の
鉄
道
。

１７
年
と
い
ぅ
月
日
が
流
れ
た
今
、
当
時

の
熱
意
は

薄
れ

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
地
域
に
密
着
し
た
鉄
道
で

あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
業
当
初
は
、
赤
字
経
営
を
前
提
と
し
て
お
り
、

赤
字
分
に

つ
い
て
は
基
金

の
運
用
益

（預
金
利
息
）

で
補
う
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
預
金
利
息
の

低
下
に
よ
り
赤
字
補
填
を
は
じ
め
と
し
て
、
施
設
の

改
良
も
十
分
に
で
き
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
現
実
。

加
え
て
利
用
客
も
少
し
ず

つ
減
少
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
赤
字
を
減
ら
す
た
め
に
、
こ
こ
５
年
の

間
に
従
業
員
を
１９
人
か
ら
１４
人
に
減
ら
す
な
ど
会
社

と
し
て
も
努
力
さ
れ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
私
た
ち
の
手
で
残
し
た
い
高

森
線

「南
阿
蘇
鉄
道
」
が
、
今
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

南
阿
蘇
の
皆
さ
ん
と
共
に
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
高

森
線
。
そ
の
姿
を
こ
れ
か
ら
も
見
続
け
る
た
め
に

「南

阿
蘇
鉄
道

の
未
来
」
を
地
域
住
民

一
人
ひ
と
り
が
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
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固
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資
産
課
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台
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記
載

事
項
の
証
明
制
度
と
は
？
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3
月
ま
ワ泰
L

固形燃料化 (RDF)ごみ 缶類 | ビン類 陶器ロガラス類、小金属

3
月
ま
で

口台所ごみ (残飯、料理くず等 )

・紙類 (新聞、雑誌、写真等 )

・ダンボール
・プラスチック類 (ペ ットボ トル、洗剤容器、
・ゴム、革類 (靴、カバン等 )

・木 くず、草類
・紙おむつ

シヤンプー容器等 )

■

・ジュース缶
:ビール缶
・粉ミルク缶
1菓子缶
・油缶等

・ジュースのビン
ロ栄養ドリンクのビン
・ビールビン
・その他酒類のビン
・ ドレッシングのビン
・飲用の薬のビン

・食器類
・茶碗
・コップ
ロガラス類
・花瓶
・化粧品ビン
ロ眼鏡等

ロポッ ト
・ 炊飯器
・釘、針
・時計
・ボル ト
・カメラ
・おもち
・磁石等

や

■|■
‐

分類項目が増えますので、ご注意 ください。 ビン ロ缶を
一つの袋で出せます。

今までどおり
分類してください。

4
月
か
ら

固形燃料化
(RDF)iゴ Jタ

新聞、
す フ ン

本 田

雑誌
ダン
ボール

ペット
ボトル

布類
A 』L

食用缶、食用ビン 不燃物ごみ

4
月
か
ら

黄色半透明に黒色文字袋 可燃ひもで縛って 無色透明に
黒色文字袋

無色透明に
黒色文字袋

無色透明に黒色文字袋 青色半透明に白色文字袋

・台所ごみ
・紙類
コテイッシュ、写真等
ロプラスチック類 (洗剤容器等)

・ゴム、革類 (靴、カバン等 )

・木 くず、草類
口紙おむつ

※生ごみは水気を切る。
※不燃物は入れない。

礼
彗、喘.鶴 .I脚

冬筆ま,事
礫fё

仁塁‐毎lh卍

雨
出 の
し 日
控 は
え

て
く
だ
さ
い

新簡

鼈
・1職 ポ¨ル

獨

あヽ
洗 た
つを
て 取
出 り
し

｀

て
く
だ
さ
い

| |

他 服
|ま は
7着
lシ

ヽ` ′
′lレ

発う
′ヽ

‐U

当の
い   ~

も
の

篭

鯰:||ゞ

●   ●

ビンは、ふたを取り
洗つて出してください。

鍼

不燃物と可燃物の混合
は、可燃物をなるべ く
取って出す。

十 ・
‐.,

. ■li_:1 1'

..I「|さ:::・ .

漑鸞プ

リサイクルプラザがオープンします各|

阿蘇環境センター未来館
EL 0967-24… 5353) ※粗大ゴミは、今までどおり専用電話

(62-0719)に 予約 し、個別に収集を

お願いします。

※当分の間、指定の袋または従来の袋

で出すことができます。なお、種類

ごとに分けて出してください。

《特に、ペットボ トルと固形燃料化 (R
DF)ご みを混ぜないように注意 し

てください。》

リサイクルや環境についての総合的な学習・情報交換の場としてこ利用ください。

ご家庭で不要になった家具・家電品 。自転車 。

衣料品等 をお持ちいただいたものを、 リサイク

ルエ房で再生 して展示を行い、定期的に抽選会を

行って構成町村住民の方に無料で提供 します。

リサイクル体験の場 として、いろいろな工房設

備 をご用意 してお り無料でご利用いただけます。
。せっけん工房    ・紙すき工房

・パ ッチワークエ房   。ガラスエ房
。木工房        ・ペ ットボ トルエ房

(事前に申 し込みが必要 )インターネットを利用 してリサイクルや環境に

ついての情報収集・交換等が行えます。 (パ ソコ

ン教室も開催予定) 講演会や環境学習会、リサイクル活動発表等の

場として無料でご利用いただけます。100名 以上

収容可能で大画面プロジェクターや音響設備もあ

ります。 (事前に申し込みが必要)

■問い合わせ先

南部清掃センター

役場保健福祉課

固形燃料化 (RDF)ご みの中に混ざつ
て出されていたビンのふたやボル ト等。

機械の故障にもつながり、リサイクルで
きる物もできなくなりますので、正 しい分
別にご協力をお願いします。

リサイクル施設の内部を、立体的な動 く画像や

音を使って大画面モニターで紹介します。

TEL 62-0719
TEL 62-.1 1 1 1

(内線 125)

(15) (14)
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4月から

ゴ
ミ
の
出
し
方
が

日
Ｈ
日
□

4月
から

●

タイ榊


